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(57)【要約】
【課題】　導光手段をケース体に位置決めすることがで
きるため、安定性が向上した照明装置を提供する。
【解決手段】　複数の照明素子からなる照明手段６と、
照明手段６から発せられた照明光を被照明部材へ導く導
光体４と、導光体４が収納されるケース体５とを備え、
導光体４は、第一の導光体４ａ及び第二の導光体４ｂを
有し、照明手段６は、第一の導光体４ａに対応する第一
の照明素子６ａと、第二の導光体４ｂに対応する第二の
照明素子６ｂとを有し、導光体４は、第一の導光体４ａ
と第二の導光体４ｂとを連結する連結部４１を有した照
明装置であって、導光体４は、位置決め部４３によって
ケース体５に保持され、ケース体５は、導光手段と係合
する係合部５３を有し、位置決め部４３は、ケース体５
に設けられた位置決め孔５２に嵌合される。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の照明素子からなる照明手段と、前記照明手段から発せられた照明光を被照明部材
へ導く導光手段と、前記導光手段が収納されるケース体とを備え、
前記導光手段は、第一の導光体及び第二の導光体を有し、
前記照明手段は、前記第一の導光体に対応する第一の照明素子と、前記第二の導光体に対
応する第二の照明素子とを有し、
前記導光手段は、前記第一の導光体と前記第二の導光体とを連結する連結部を有した照明
装置であって、
前記導光手段は、突起部によってケース体に保持され、
前記ケース体は、前記導光手段と係合する係合部を有し、
前記突起部は、前記ケース体に設けられた嵌合孔に嵌合されることを特徴とする照明装置
。
【請求項２】
　前記連結部は、Ｕ字状またはコ字状の折れ曲がり部を有することを特徴とする請求項１
に記載の照明装置。
【請求項３】
　前記ケース体は、前記第一の導光体と前記第二の導光体とを区画する遮光壁を備えたこ
とを特徴とする請求項１に記載の照明装置。
【請求項４】
　液晶表示パネルと、表示板と、前記液晶表示パネル及び前記表示板を照明する複数の照
明素子からなる照明手段と、前記照明手段から発せられた照明光を被照明部材へ導く導光
手段と、前記導光手段が収納されるケース体とを備え、前記導光手段は、第一の導光体及
び第二の導光体を有し、
前記照明手段は、前記第一の導光体に対応する第一の照明素子と、前記第二の導光体に対
応する第二の照明素子とを有し、
前記導光手段は、前記第一の導光体と前記第二の導光体とを連結する連結部を有した表示
装置であって、
前記導光手段は、突起部によってケース体に保持され、
前記ケース体は、前記導光手段と係合する係合部を有し、
前記突起部は、前記ケース体に設けられた嵌合孔に嵌合されることを特徴とする表示装置
。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、照明素子から発せられた照明光にて被照明部材を照明する照明装置及び表示
装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、発光ダイオード等の照明素子から発せられた照明光にて液晶表示パネルを照
明する指針式計器が種々提案されており、例えば特許文献１に開示されている。この指針
式計器は、表示器と、この表示器の周囲に位置する指標部を備えた表示板と、前記指標部
を指示する指針と、前記表示部と前記指針とを導く導光体と、前記表示器の背面側に配置
され、前記指針を回動させる駆動装置とを備えた構成であった。また、列状に設けられた
照明素子群から発せられた光を導光体によって導光し、指針，液晶表示パネル及び表示板
を照明する表示装置も知られている（特許文献２）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
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【特許文献１】特開２００６－１１８８９２号公報
【特許文献２】特開２００９－３１１１９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、前記表示装置は、ケース体に導光体を重ねるように配置した構造であり
組み付け性は良いものの、フック係合などによって固定されていないため安定性に欠ける
。また、ケース体と導光部材とに係合部と被係合部とを設ける必要があり、省スペース化
には改善の余地があった。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、複数の照明素子からなる照明手段と、前記照明手段から発せられた照明光を
被照明部材へ導く導光手段と、前記導光手段が収納されるケース体とを備え、
前記導光手段は、第一の導光体及び第二の導光体を有し、
前記照明手段は、前記第一の導光体に対応する第一の照明素子と、前記第二の導光体に対
応する第二の照明素子とを有し、
前記導光手段は、前記第一の導光体と前記第二の導光体とを連結する連結部を有した照明
装置であって、
前記導光手段は、突起部によってケース体に保持され、
前記ケース体は、前記導光手段と係合する係合部を有し、
前記突起部は、前記ケース体に設けられた嵌合孔に嵌合されるものである。
【０００６】
　また、本発明は、前記連結部は、Ｕ字状またはコ字状の折れ曲がり部を有するものであ
る。
【０００７】
　また、本発明は、前記ケース体は、前記第一の導光体と前記第二の導光体とを区画する
遮光壁を備えたものである。
【０００８】
　また、本発明は、液晶表示パネルと、表示板と、前記液晶表示パネル及び前記表示板を
照明する複数の照明素子からなる照明手段と、前記照明手段から発せられた照明光を被照
明部材へ導く導光手段と、前記導光手段が収納されるケース体とを備え、
前記導光手段が突起部によってケース体に保持され、
前記導光手段は、第一の導光体及び第二の導光体を有し、
前記照明手段は、前記第一の導光体に対応する第一の照明素子と、前記第二の導光体に対
応する第二の照明素子とを有し、
前記導光手段は、前記第一の導光体と前記第二の導光体とを連結する連結部を有した表示
装置であって、
前記導光手段は、突起部によってケース体に保持され、
前記ケース体は、前記導光手段と係合する係合部を有し、
前記突起部は、前記ケース体に設けられた嵌合孔に嵌合されるものである。
【発明の効果】
【０００９】
　導光手段をケース体に位置決めすることができるため、安定性が向上した照明装置及び
表示装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の実施形態を示す正面図。
【図２】同上実施形態を示す斜視図。
【図３】同上実施形態を示すＡ－Ａ断面図。
【図４】同上実施形態を示すＢ－Ｂ断面図。
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【図５】同上実施形態を示すＣ－Ｃ断面図。
【図６】導光部材とケース体の斜視図。
【図７】導光部材の位置決め部を示す図。
【図８】同上実施形態を示すケース体の正面図。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、添付図面に基づいて、本発明の一実施形態を説明する。表示装置は、表示板（被
照明部材）１と、カバー体２と、液晶表示パネル（被照明部材）３と、第一，第二の導光
体４ａ、４ｂからなる導光体４と、ケース体５と、第一，第二の照明素子６ａ、６ｂから
なる照明素子６と、回路基板７とから主に構成されている。
【００１２】
　表示板１は、透明樹脂に指標部１ａとなる数字及び目盛りを印刷したものであり、第二
の導光体４ｂの前面（表示面側）に配置され、第二の導光体４ｂより照射される光を透過
させ、指標部１ａが光輝する。
【００１３】
　カバー体２は、白色の合成樹脂からなり、ケース体５に嵌合し、表示板１、第１、第２
の導光体４ａ、４ｂをケース体５に固定する。カバー体２は、後述するコ字状の連結部４
１が形成する凹部に位置する凸部（遮光部）２１を有している。カバー体２の凸部２１に
より、第一，第二の導光体４ａ、４ｂから進入する光のうち、第一、第二の導光体４ａ、
４ｂの間のお互いに干渉する光（連結部４１を介さない光）を遮ることができ、輝度ムラ
や色ムラの発生を抑制できる。
【００１４】
　液晶表示パネル３は、ＳＴＮ（Super Twisted Nematic）やＴＮ（Twisted Nematic）等
の液晶表示素子であり、第一の導光体５の前方に配置され、様々な情報（外気温情報，走
行距離情報，燃費情報，ナビゲーション情報等）を表示する。液晶表示パネル３には、可
撓性配線板３１が接続されている。光拡散シート３２は、薄い板状の透光性樹脂からなり
、液晶表示パネル３の後面に配設され、第一の導光体４ａから出射される光を拡散させ、
照明ムラを緩和させる。
【００１５】
　第一の導光体４ａは、第一の照明素子６ａから発せられた光を液晶表示パネル３に向け
て導光し、液晶表示パネル３を透過照明する。第一の導光体４ａの後面（裏面）には、微
細な溝、あるいはドット等が形成されており、液晶表示パネル３に向けて、照明ムラの無
い導光を可能としている。
【００１６】
　第二の導光体４ｂは、第二の照明素子６ｂから発せられた光を表示板１に向けて導光し
、表示板１を透過照明する。第二の導光体４ｂの裏面には、微細な溝、あるいはドット等
が形成されており、表示板１に向けて、照明ムラの無い導光を可能としている。
【００１７】
　図６に示すように、第一の導光体４ａと第二の導光体４ｂとの間には空隙部４２が形成
されており、この空隙部４２によって第一，第二の導光体４ａ、４ｂへの導光経路を分断
し、相互が照明的な干渉を抑制し、第一，第二の照明素子６ａ、６ｂが発した光を夫々液
晶表示パネル３，表示板１に導光することを可能にしている。
【００１８】
　第一の導光体４ａと第二の導光体４ｂは、連結部４１によって連結され、一体となって
いる。連結部４１の表面は、粗面になっている。連結部４１はコ字状の折れ曲がり部４１
１を有しており、この折れ曲がり部４１１は分岐部４１２を有している。折れ曲がり部４
１１に分岐部４１２を設けたことにより、折れ曲がり部４１１における導光経路を分岐す
ることで、輝度ムラあるいは色ムラの原因となる導光体４ａ，４ｂへの光の進入を低減す
ることができる。
【００１９】
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　また、連結部４１及び空隙部４２には、後述するケース体５に形成された位置決め孔５
２に挿入される位置決め部４３が３つ突出成形され、位置決め部４３と位置決め孔５２と
が嵌め合わされることによって、導光体４がケース体５に保持されている。
【００２０】
ケース体５は、白色樹脂からなるものであり、第一，第二の導光体４ａ，４ｂ，回路基板
７等を保持する。ケース体５は、第一，第二の導光体４ａ，４ｂの背後に配設され、第一
，第二の導光体４ａ，４ｂからの漏光を反射させることにより、導光効率を上昇させる。
ケース体５には、第一、第二の導光体４ａ、４ｂを区画するように遮光壁が一体成形され
ていることにより、第一、第二の照明素子６ａ、６ｂが色混ざりなどしないで各々照明可
能となる。
【００２１】
　また、ケース体５には、連結部４１と係合するためのフックからなる係合部５３が、連
結部４１と対応する箇所に一体成形されていることにより、ケース体５に被係合部を設け
ることなく、導光体４をケース体５に係合することができる。
【００２２】
回路基板７は、アルミ等の高熱伝導率の材質からなり、第一，第二の照明素子６ａ、６ｂ
と電気的に接続され、第一，第二の照明素子６ａ、６ｂに電力を供給する。
【００２３】
　第一の照明素子６ａは、チップ型発光ダイオードからなり、第一の導光体４ａの端面４
４から第一の導光体４ａの内部に光を供給できるように配設される。第一の照明素子６ａ
は回路基板７から供給される電力によって発光し、第一の導光体４ａを介して、液晶表示
パネル３を透過照明する。
【００２４】
　第二の照明素子６ｂは、チップ型発光ダイオードからなり、第二の導光体４ｂの端面４
５から第二の導光体４ｂの内部に光を供給できるように配設される。第二の照明素子６ｂ
は回路基板７から供給される電力によって発光し、第二の導光体４ｂを介して、表示板１
を透過照明する。
【００２５】
　第一の照明素子６ａ及び第二の照明素子６ｂは、回路基板７に搭載され、列状に配置さ
れている。第一，第二の照明素子６ａ，６ｂは、輝度を独立で調光したり、あるいは発光
色を夫々で変えたりすることができ、第二の照明素子６ｂは、第一の照明素子６ａとは異
なる輝度、もしくは異なる色を発する。
【００２６】
　本実施形態のように、複数の照明素子からなる照明手段６と、照明手段６から発せられ
た照明光を被照明部材へ導く導光体４と、導光体４が収納されるケース体５とを備え、
導光体４は、第一の導光体４ａ及び第二の導光体４ｂを有し、
照明手段６は、第一の導光体４ａに対応する第一の照明素子６ａと、第二の導光体４ｂに
対応する第二の照明素子６ｂとを有し、
導光体４は、第一の導光体４ａと第二の導光体４ｂとを連結する連結部４１を有した照明
装置であって、
導光体４は、位置決め部４３によってケース体５に保持され、
ケース体５は、導光手段と係合する係合部５３を有し、
位置決め部４３は、ケース体５に設けられた位置決め孔５２に嵌合されることによって、
導光体４をケース体５に位置決めすることができるため、安定性が向上した表示装置を提
供することができる。
【００２７】
　なお、本発明は、各実施形態に限定されるものではなく、種々の変形が可能であり、例
えば、連結部４１はコ字状であったが、Ｕ字状であっても良い。
【符号の説明】
【００２８】
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　　１　表示板
　　１ａ　指標部
　　２　カバー体
　　３　液晶表示パネル　
４　導光体（導光手段）
４ａ　第一の導光体
４ｂ　第二の導光体
　　５　ケース体
　　６　照明素子（照明手段）
６ａ　第一の照明素子
６ｂ　第二の照明素子
　　７　回路基板
　　３１　可撓性配線板
　　４１　連結部
　　４２　空隙部
 　 ４３  位置決め部（突起部）
　　５１　遮光壁
　　５２　位置決め孔（嵌合孔）　
　　５３　係合部

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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